
刈谷市施策評価シート(①基本施策推進状況)
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関連する施策の内容（小施策）
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(24年)
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成果

成果

○

〔1〕 関連する施策の内容（小施策）

自動車以外の交通分担率

車や自転車などで移動しやすい道路と思う市民の割合

関連する施策の内容（小施策）

24.4
(24年)

〔6〕

◎

〔3〕

〔4〕

〔5〕

公共施設連絡バスの年間利用者数

関連する施策の内容（小施策）

関連する施策の内容（小施策）

関連する施策の内容（小施策）

主要区間の平均所要時間（刈谷駅～市内主要地点）

活動

● 成果

渋滞が減少し、移動時間が短くなっています。

車が運転できない人も、不自由なく買い物などに出かけることができます。

目標指標達成状況

施策の内容（小施策）

―

施策責任者

とりまとめ課

基本施策 12
都市政策部長・建設部長

121 都市交通課総合交通対策の推進

道路・交通

関係課

目標値

27年 32年

18.2 17.5

122

123

124

125

まちの状態

市民の暮らし

名称 単位
実績値

25年 26年 27年

道路の整備

歩道・自転車道の整備

公共交通の充実

駐車場・駐輪場の整備
めざす姿（生活像）が下記のどの目標
指標と関連しているか表示しています

めざす姿　（生活像）
適正な交通分担により環境にやさしい道路交通環境が形成されています。

交通事故の危険が少なく、安心して出かけることができる歩行空間が確保されています。

【注】 ◎…最終目標達成、○…中間目標達成、●…未達成だが上昇傾向、△…未達成で下降傾向 
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刈谷市施策評価シート(②小施策推進状況)

―

●目標指標

現状

分析

〔1〕 ◎ 活動 ％

〔2〕 ◎ 成果 ％

〔3〕

〔4〕

【注】　◎…上昇傾向、○…横ばい、△…下降傾向

●他市町村との比較検証

名称

自動車以外の交通分担率

車や自転車などで移動しやすい道路と思う市民の割合

32年

29

66

― 24.4

26年 27年25年

現状分析と課題

総合交通対策の推進121

事業費　（千円）／（％） 26年度

施策の内容（小施策）

豊田市 安城市

24.4
(24年)

単位

備　考 第５次パーソントリップ調査　H23

29

174,842 5.3%

都市交通課担当課

関係課

27年度 28年度

環境推進課

決算／基本施策内での割合 67,656 3.3% 91,259 3.4%

予算／基本施策内での割合 74,004 2.6% 140,780 4.0%

― 65.4

―

目標値実績値

60.5
(24年)

成　果

％

27 30.2

刈谷市

35.1

―岡崎市

比較項目

小牧市 ―

32

単位近隣市の自動車以外の交通分担率実績

事務事業の実施 小施策項目の推進 実績 

多様な移動手段が選択できる交通施
設の整備 

ＴＤＭやモビリティ・マネジメント
（ＭＭ）による公共交通へのシフト
など環境配慮型の交通体系化 

ＩＴＳの導入検討など情報化社会に
対応した道路機能と交通流動化に向
けた道路環境の充実 

バリアフリー基本構想の拡充による
新しいバリアフリー歩行空間の形成 

多様な交通手段による快適に移動で
きる交通環境づくり 

現状分析 課題の整理 

○徒歩、自転車及び公共交通による移動と自動車に
よる移動を両立、自動車利用の適正化（自動車交通
量の10％削減）のための交通体系の確立が必要。 

○市内企業や交通事業者と連携し、自動車交通の円
滑化や、公共交通利用の促進が必要。 

・刈谷市都市交通協議会開催 

 

・幹線道路にかかる調査・検討 

 

・公共交通（バス交通）に関する検討 

 

・大規模交通量調査 

 

・バスロケーションシステム導入検討 

・南北の駅前広場から連絡通路に
つなぐエレベータ 2基設置 

 

・改札内から上下線ホームにつな
ぐエレベータ 2基設置 

 

・改札内に多目的トイレを新設 

 

都市交通計画調査推進事業 

JR逢妻駅駅舎改修事業 

◆大規模交通量調査を実施し、市内主要交差点の交通の状
況を把握した。 

◆自動車交通の渋滞緩和に向け、新規幹線道路に関する調
査検討を実施した。 



刈谷市施策評価シート(②小施策推進状況)

―

●目標指標

現状

分析

〔1〕 ◎ 活動 ％

〔2〕 ◎ 活動 ％

〔3〕 ○ 活動 箇所

〔4〕 ◎ 活動 ％

【注】　◎…上昇傾向、○…横ばい、△…下降傾向

●他市町村との比較検証

道路整備率（市道01-4号線） 71.3 83.3 87.3 92.7

施策の内容（小施策） 122 道路の整備
担当課 道路建設課

関係課 都市交通課・土木管理課

事業費　（千円）／（％） 26年度 27年度 28年度

1,903,520 58.0%

決算／基本施策内での割合 1,264,630 62.5% 1,665,562 61.6% ―

予算／基本施策内での割合 1,837,606 65.5% 2,244,719 63.2%

名称 単位
実績値 目標値

25年 26年 27年 32年

用地取得率（市道01-40号線） 72.8 80.9 80.9 100.0

点検結果で健全及び予防保全段階にある橋りょう数の割合 3.0 29.0 32.0 66.0

交差点改良箇所数 ― ― 1 ―

比較項目 単位 ％

刈谷市 碧南市 安城市 西尾市 知立市 高浜市

備　考

成　果

現状分析と課題

―

事務事業の実施 小施策項目の推進 

現状分析 課題の整理 

○引き続き渋滞・安全対策として交差点改良が考
えられるが、主要幹線道路沿いでの用地取得が困
難。 

 

○地区要望による生活道路については関係地権者
の同意を得て進めているが、用地交渉段階になっ
て協力が得られなくなるケースもある。 

実績 

道路新設改良   180ｍ 

橋りょう予備設計 １式 

道路詳細設計   １式 

 

平成27年度までに、道路用地の面
積割合で全体の約81%が取得でき
た。 

 

 

南北間をはじめ、地域間交通流動の
円滑化を促す幹線道路の整備推進 

地域の良好な環境創出や緊急車両の
通行を確保する生活道路の整備推進 

  

 

市道０１－４号線他道路新設改良事業 

 

 

 

市道０１－４０号線他道路新設改良事業 

野田町十三塚交差点 

 用地取得  64㎡ 

 右折帯設置  1箇所 

交通渋滞緩和のための幹線道路交差
点の改良の推進 

交差点改良事業 

市道０１－２５号線他電線類地中
化事業 

都市計画道路３・４・５５１刈
谷環状線電線類地中化事業  

各電線管理者等と協議を行い、平

成28年度から道路整備工事に着手

できる見込みができた。 

（H26繰越分） 

道路新設改良 136ｍ 

（H27契約分） 

道路新設改良 137ｍ 

◆道路新設改良工事を実施し、道路整備率の進捗を図るこ
とができている。 

◆電線類の地中化及び歩道のバリアフリー化工事を行い、
緊急輸送道路の機能確保及び安全で快適な歩行空間を整備
することができている。 



刈谷市施策評価シート(②小施策推進状況)

―

●目標指標

現状

分析

〔1〕 ◎ 活動 ％

〔2〕

〔3〕

〔4〕

【注】　◎…上昇傾向、○…横ばい、△…下降傾向

●他市町村との比較検証

歩道のバリアフリー化整備率
（市道01－25号線他3路線累計）

20.2 28.5 33.8 81.2

施策の内容（小施策） 123 歩道・自転車道の整備
担当課 道路建設課

関係課 都市交通課・土木管理課・公園緑地課

事業費　（千円）／（％） 26年度 27年度 28年度

557,996 17.0%

決算／基本施策内での割合 231,665 11.4% 462,619 17.1% ―

予算／基本施策内での割合 390,932 13.9% 623,884 17.6%

名称 単位
実績値 目標値

25年 26年 27年 32年

比較項目 単位 ％

刈谷市 碧南市 安城市 西尾市 知立市 高浜市

備　考

成　果

現状分析と課題

―

事務事業の実施 小施策項目の推進 実績 

電線類地中化による歩行空間の拡大 

誰もが歩きやすい歩道の整備推進 

各電線管理者等と協議実施 

 

（H26繰越分） 

道路新設改良136ｍ（電線類地
中化を含む） 

（H27契約分） 

道路新設改良137ｍ（電線類地
中化を含む） 

 

ユニバーサルデザインに配慮した高
齢者や障害のある人にやさしい道路
づくり 

道路形態を見直しや必要に応じた自
転車・歩行者の分離による安全な道
路空間の確保 

電線類地中化に向けた電線管理
者との協議実施 

 

Ｈ27年度までに道路用地の面積
割合で約87％取得 

現状分析 課題の整理 

○自転車利用の推進を図るため、安全に通
行できる自転車利用環境の整備が必要。 

○市内中心部等では人の利用が多い道路な
どがあり、引き続き歩道の設置が必要。 

都市計画道路３・４・５５１刈谷環
状線電線類地中化事業  

市道０１－２５号線他電線類地中化
事業 

市道２－４９６号線他道路新設
改良事業  

（既存道路の拡幅による歩車分
離・電線類の地中化を行う） 

 

都市計画道路３・４・５６９刈
谷駅前線道路新設改良事業  

交通安全対策事業 工事延長   6,066ｍ 

区画線工  16,148ｍ 

カラー舗装工  971㎡ 

防護柵工    252ｍ 

 

◆市道の区画線，防護柵等の交通安全施設の新設・補修
を行い、道路の危険箇所を解消し、安全性の確保に努め
ている。 

◆電線類の地中化及び歩道のバリアフリー化工事を行い、
緊急輸送道路の機能確保及び安全で快適な歩行空間を整備
することができている。 



刈谷市施策評価シート(②小施策推進状況)

―

●目標指標

現状

分析

〔1〕 ◎ 成果 人

〔2〕 ◎ 成果 人

〔3〕 ◎ 成果 人

〔4〕

【注】　◎…上昇傾向、○…横ばい、△…下降傾向

●他市町村との比較検証

地方バス路線利用者数 50,113 50,581 51,240 53,800

施策の内容（小施策） 124 公共交通の充実
担当課 都市交通課

関係課 まちづくり推進課

事業費　（千円）／（％） 26年度 27年度 28年度

416,321 12.7%

決算／基本施策内での割合 265,564 13.1% 294,811 10.9% ―

予算／基本施策内での割合 285,650 10.2% 314,457 8.9%

名称 単位
実績値 目標値

25年 26年 27年 32年

公共施設連絡バス利用者数 652,833 675,988 694,319 728,000

ＪＲ逢妻駅１日平均利用者数 4,114 4224 4,298 4,790

比較項目 近隣市のコミュニティバス状況（路線数/利用料） 単位 路線数/円

刈谷市 碧南市 安城市 知立市 高浜市 西尾市

備　考 愛知県内の市町村における自主運行バス等の運行状況について　平成２８年５月　愛知県振興部交通対策課

成　果

現状分析と課題

―

6路線/無料 ２路線/無料 １１路線/１００円 ５路線/１００円 ３路線/１００円 ３路線/100円

事務事業の実施 小施策項目の推進 実績 

公共施設連絡バスの利便性向上・充
実 

民間活力を活用したバス事業の誘導
や支援などの継続 

バリアフリー化や安全対策、駅周辺
整備などによる市内鉄道駅の利便性
や安全性の向上 

現状分析 課題の整理 

○移動に関する所要時間の短縮、鉄道との連
携など公共交通ネットワーク構築に向けて、
さらなる公共交通利便性の向上が必要。 

 
◆JR逢妻駅南口改札外エレベータ設置工事に備えた駅前広
場雨水管移設工事を行うなど事業の進捗を図った。 

公共施設連絡バス運行管理事業 

都市交通計画調査推進事業 

運行路線別内訳（H27実績） 

 東境線     140,650人 

 西境線    149,150人 

 小垣江線   170,129人 

 東刈谷線   118,871人 

 一ツ木線   58,858人 

 依佐美線   56,661人 

・刈谷駅北口交通まちづくり社会実験 

（H26実績） 

JR逢妻駅駅舎改修事業 ・南北の駅前広場から連絡通路に
つなぐエレベータ 2基設置 

・改札内から上下線ホームにつな
ぐエレベータ 2基設置 

・改札内に多目的トイレを新設） 

地方バス路線維持費補助事業 
名鉄バスが運行する刈谷・愛教大線
を維持するため、経常費用と経常収
益の差額を補助 

◆公共施設連絡バスについて、路線の充実や増便により順
調に利用者数を伸ばしてきている。 



刈谷市施策評価シート(②小施策推進状況)

―

●目標指標

現状

分析

〔1〕 ◎ 成果 台

〔2〕 ◎ 活動 箇所

〔3〕 ◎ 成果 台

〔4〕

【注】　◎…上昇傾向、○…横ばい、△…下降傾向

●他市町村との比較検証

備　考

成　果

現状分析と課題

―

比較項目 単位

刈谷市 碧南市 安城市 西尾市 知立市 高浜市

駐輪場自転車収容台数 7,131 7,508 8,329 ―

相生駐車場１日あたり平均利用台数 520 507 535 535

防犯カメラ設置駐車場数 6 8 9 11

名称 単位
実績値 目標値

25年 26年 27年 32年

227,035 6.9%

決算／基本施策内での割合 193,963 9.6% 190,626 7.0% ―

予算／基本施策内での割合 217,631 7.8% 225,504 6.4%

事業費　（千円）／（％） 26年度 27年度 28年度

施策の内容（小施策） 125 駐車場・駐輪場の整備
担当課 都市交通課

関係課 道路建設課・土木管理課・くらし安心課

事務事業の実施 小施策項目の推進 実績 

駅前駐輪場の整備による自転車利用
者の利便性向上 

刈谷駅南口第4駐輪場設置（1式） 

駐車場需要実態を踏まえた公共駐車
場の設置や、地域における共同駐車
場の設置支援 

現状分析 課題の整理 

駐車場整備事業 

駐輪場整備事業 

防犯カメラ設置工事  

 

  築地駐車場  4台 

 

  神田駐車場  1台 

◆防犯カメラの設置により、犯罪の抑止と利用者の体感
治安の向上を図った。 

○利用者の利便性向上と駐車車両の安全
を確保し良好な駐車場環境を作っていく
必要がある。 

○自転車利用者の利便性の向上と違法駐
輪を無くし、交通の安全と環境美化を
図っていく必要がある。 

◆刈谷駅南口第4駐輪場を整備し、利用者の分散駐車を実
施したことにより、刈谷駅南口にある駐輪場の混雑緩和に
寄与することができた。 

 



刈谷市施策評価シート(③基本施策の現状分析と課題と今後の方向性)

今後の方向性

現状分析と課題

課題の整理 現状分析 

◆「刈谷市都市交通戦略」を策定。事業の推進、進捗
管理のため引き続き協議会を設置する。また、計画策
定後にパネル展示会を開催し内容のアピール等も行っ
ている。 

 

○現在も通勤時の交通渋滞が発生す
る箇所は多く、また産業活動に直結
する本市の特徴から、さらなる道路
整備が必要。 

 

○近年の環境意識や健康志向の高揚
から、公共交通や自転車利用の増加
に対応した交通環境の整備が必要。 

 

○道路整備のほか、鉄道・バス・自
転車交通の円滑化などを進め、総合
交通体系のさらなる確立が求められ
る。 

総合交通対策 

の推進 

道路の整備 

歩道・ 

自転車道 

駐車場 

･駐輪場 

の整備 

公共交通 

の充実 

◆限られた財源の中で、事業の優先度を位置づけ、計画的
な整備を行っていく。 

◆「刈谷市都市交通戦略」を本市の都市交通の指針とし、総
合交通体系の確立を進めていく。 

◆“人”を中心とした総合交通体系の確立。 

◆移動に関する所用時間の減少を検討・改善するとともに、
定住自立圏による他市からの乗り入れバスとの有効的な連
携、バスラッピングなどによる広告収入の確保。 

◆中心市街地への来街性向上や産業活動、日常生活利便
性の向上に資する駐車・駐輪場整備の充実。 

◆市道０１－４号線と市道０１－２５号線において、車道
と歩道の拡幅整備、交差点での渋滞緩和、計画路線での事
業用地の取得が進められている。 

 

 

◆公共施設連絡バスの路線追加・運行ダイヤ改正、名鉄バ
ス「刈谷・愛教大線」のダイヤ改正などにより運行主体別
の利便性が向上している。 

◆刈谷駅南口第4駐輪場を整備し、利用者の分散駐車を実
施したことにより、刈谷駅南口にある駐輪場の混雑緩和に
寄与することができた。 

◆電線類の地中化及び歩道のバリアフリー化工事を行い、
緊急輸送道路の機能確保及び安全で快適な歩行空間を整備
することができている。 



刈谷市施策評価シート(④構成する主な事務事業)

無 縮小 維持 拡充

担当課 Ⅴ Ⅱ Ⅰ

都交 環境 Ⅵ Ⅲ

道路 都交 土木 Ⅶ Ⅳ

道路 都交 土木 公園 Ⅷ

都交 まち Ⅸ

都交 道路 土木 くら Ⅹ

●構成する主な事務事業

必
要
性

効
率
性

妥
当
性

貢
献
度

予算

決算

予算

決算

予算

決算

備
考

必
要
性

効
率
性

妥
当
性

貢
献
度

予算

決算

予算

決算

予算

決算

予算

決算

備
考

道路建設課

道路建設課

道路建設課

担当課

今
後
の
方
向
性

終期設定

休止・廃止

凡例
予算対応の考え方

現状維持

改善・効率化

拡充

縮小

普
通

普
通

高
い

現状維持

施策の内容(小施策)

道路・交通

関係課

125

122

基本施策 12

121

123

124

総合交通対策の推進

道路の整備

歩道・自転車道の整備

公共交通の充実

駐車場・駐輪場の整備

Ⅲ 道路建設課4
市道０１―２５号線他電線類地中化
事業

119,954 255,557 39,879
高
い

57,852 232,250 ―

Ⅲ3
市道０１―４０号線他道路新設改良
事業

200,350 160,878 343,386
高
い

82,061 70,647 ―

Ⅲ2
市道０１―４号線他道路新設改良事
業

70,591 81,615 28,000
高
い

50,385 73,196 ―

Ⅲ1
都市計画道路３・４・５５１刈谷環
状線電線類地中化事業

7,700 8,964 150,636
高
い

7,236 8,964 ―

普
通

普
通

高
い

現状維持

予算対応
の考え方

担当課
2６年度 2７年度 2８年度

今後の
方向性

122 道路の整備

事
業
No

事務事業名

3

普
通

普
通

普
通

普
通

事業費（単位：千円） 事務事業評価（27年度決算）

高
い

現状維持

高
い

現状維持

都市交通課
59,806 91,259 ―

43,885 74,040 158,023
高
い

高
い

普
通

高
い

高
い

拡充 Ⅰ

40,725 56,884 ―

普
通

都市交通課

121 総合交通対策の推進

事
業
No

事務事業名

事業費（単位：千円） 事務事業評価（27年度決算）
予算対応
の考え方2６年度 2７年度 2８年度

今後の
方向性

1 都市交通計画調査推進事業
66,004 140,780 173,742

高
い

高
い

終期設定 Ⅸ2 JR逢妻駅駅舎改修事業



刈谷市施策評価シート(④構成する主な事務事業)

必
要
性

効
率
性

妥
当
性

貢
献
度

予算

決算

予算

決算

予算

決算

予算

決算

備
考

必
要
性

効
率
性

妥
当
性

貢
献
度

予算

決算

予算

決算

予算

決算

予算

決算

備
考

必
要
性

効
率
性

妥
当
性

貢
献
度

予算

決算

予算

決算

予算

決算

予算

決算

備
考

担当課

123 歩道・自転車道の整備

土木管理課

担当課

都市交通課

都市交通課

都市交通課

担当課

道路建設課

道路建設課

道路建設課

125 駐車場・駐輪場の整備

普
通

普
通

高
い

現状維持 Ⅲ 都市交通課4 地方路線バス維持費補助事業
16,000

普
通

普
通

普
通

終期設定 Ⅲ 道路建設課

3

4

高
い

31,533 57,441 ―

普
通

高
い

現状維持 Ⅲ1 駐車場整備事業
16,255 10,920 5,583

高
い

13,489 9,817 ―

普
通

2 駐輪場整備事業
35,119 70,234 85,807

事
業
No

事務事業名

事業費（単位：千円） 事務事業評価（27年度決算）
予算対応
の考え方2６年度 2７年度 2８年度

今後の
方向性

17,000 17,000
普
通

16,766 16,397 ー

普
通

高
い

高
い

拡充 Ⅰ3 都市交通計画調査推進事業
66,004 140,780 173,742

高
い

59,806 91,259 ―

普
通

高
い

高
い

終期設定 Ⅸ2 JR逢妻駅駅舎改修事業
43,885 74,040 158,023

高
い

40,725 56,884 ―

普
通

高
い

普
通

改善・効率化 Ⅳ1 公共施設連絡バス運行管理事業
224,999 220,861 234,413

高
い

208,073 219,763 ―

事
業
No

事務事業名

事業費（単位：千円） 事務事業評価（27年度決算）
予算対応
の考え方2６年度 2７年度 2８年度

今後の
方向性

124 公共交通の充実

普
通

普
通

高
い

現状維持 Ⅲ 道路建設課4
都市計画道路３・４・５６９刈谷駅
前線道路新設改良事業

― 15,660 46,962
高
い

― 4,698 ―

普
通

普
通

高
い

現状維持 Ⅲ3
都市計画道路３・４・５５１刈谷環
状線電線類地中化事業

7,700 8,964 150,636
高
い

7,236 8,964 ―

普
通

普
通

高
い

現状維持 Ⅲ2
市道２―４９６号線他道路新設改良
事業

263,278 343,703 314,019
高
い

166,578 216,707 ―

普
通

普
通

高
い

現状維持 Ⅲ1
市道０１―２５号線他電線類地中化
事業

119,954 255,557 39,879
高
い

57,852 232,250 ―

事
業
No

事務事業名

事業費（単位：千円） 事務事業評価（27年度決算）
予算対応
の考え方2６年度 2７年度 2８年度

今後の
方向性


